
　
整
骨
院
な
ど
の
看
板
や
広
告
に

「
各
種
保
険
取
扱
」
と
あ
っ
て
も
、

健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
施
術
を
受
け
る
際
に
は
、
負
傷

原
因
を
正
確
に
伝
え
、
健
康
保
険

の
対
象
に
な
る
か
ど
う
か
理
解
し

た
上
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合
】

　

・
骨
折
、
脱
臼
（
医
師
の
同
意
書

　
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
応
急

　
手
当
の
場
合
は
不
要
）

　

・
急
性
な
ど
の
外
傷
性
捻
挫
、
打

　
撲
、
挫
傷
（
肉
離
れ
な
ど
）
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税金 あ これ れ

知っ得！
せとうち便

お
知
ら
せ

　
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
協
力

　
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

　
岡
山
県
備
前
保
健
所
で
は
、
毎

月
２
回
定
例
検
査
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、こ
の
た
び
12
月
１
日
の「
世

界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
に
合
わ
せ
て
、

臨
時
夜
間
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
匿
名
、
無
料
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
す
る

場
合
は
、
必
ず
事
前
に
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
検
査
内
容

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査（
即
日
検
査・

通
常
検
査
）、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
、

梅
毒
検
査
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

【
夜
間
検
査
】

▽
日
時　
12
月
８
日
（
金
）

　
午
後
４
時
30
分
〜
午
後
７
時

【
定
例
検
査
】

▽
日
時　
第
１
・
第
３
金
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

　
　

岡
山
県
備
前
保
健
所

☎
０
８
６-

２
７
２-

５
５
５
３

（
エ
イ
ズ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

【
健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合
】

　

・
日
常
生
活
に
よ
る
疲
れ
、
体
調

　
不
良
や
単
な
る
肩
こ
り

　

・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
よ
る
肉
体
疲
労

　

・
病
気
（
神
経
痛
・
五
十
肩
・
ヘ

　
ル
ニ
ア
な
ど
）
か
ら
く
る
痛
み

　

・
脳
疾
患
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
病

　

・
外
科
、
整
形
外
科
で
治
療
中
の

　
も
の
（
同
時
期
・
同
部
位
）

　

・
負
傷
原
因
が
外
傷
性
で
な
い
場
合

　

・
労
働
災
害
や
通
勤
災
害
の
場
合

　

・
マ
ッ
サ
ー
ジ
目
的
な
ど

※
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
の
医

　
療
費
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、

　
「
療
養
費
支
給
申
請
書
」
の
内

　
容
の
点
検
と
施
術
内
容
の
調
査

　
を
行
っ
て
い
ま
す
。
国
民
健
康

　
保
険
が
使
え
な
い
施
術
に
該
当

　
す
る
と
き
は
、
全
額
自
己
負
担

　
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
「
療
養
費
支
給
申
請
書
」
の
負

　
傷
名
、負
傷
原
因
、負
傷
部
位
、

　
施
術
日
、
施
術
内
容
、
通
院
回

　
数
、
支
払
金
額
を
確
認
し
て
、

　

必
ず
自
分
で
署
名
し
て
く
だ

　
さ
い
。

※
必
ず
領
収
証
を
発
行
し
て
も
ら

　
い
、
金
額
の
確
認
を
し
て
く
だ

　
さ
い
。

※
市
か
ら
施
術
内
容
を
お
尋
ね
す

  

整
骨
院
や
接
骨
院
で
柔
道

  

整
復
師
の
施
術
を
受
け
る
人
へ

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全

額
免
除
・
一
部
免
除
・
法
定
免

除
）、
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特

例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
が
あ
る

場
合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
人

と
比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳

か
ら
受
け
ら
れ
る
年
金
）
の
受
け

取
り
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
将
来
受
け
取
る
老
齢

基
礎
年
金
を
増
額
す
る
た
め
に
、

こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
は
、
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て

古
い
月
分
か
ら
納
め
る
（
追
納
）

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
な
ど
の
承
認
を

受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算

し
て
３
年
度
目
以
降
の
追
納
の
場

合
、
当
時
の
保
険
料
額
に
一
定
の

加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、

残
り
の
納
付
す
べ
き
保
険
料
が
納

付
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
追
納
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
「
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例

期
間
」
が
「
法
定
免
除
・
申
請
免

除
期
間
」
よ
り
古
い
（
先
に
経
過

し
た
）
月
分
で
あ
る
場
合
は
、「
納

付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期
間
」

が
優
先
し
ま
す
。

　
「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」

が
「
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例

期
間
」
よ
り
先
に
経
過
し
た
月
分

で
あ
る
場
合
は
、
ど
ち
ら
を
優
先

し
て
納
め
る
か
本
人
が
選
択
で
き

ま
す
。

　
「
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期

間
」
の
中
で
は
、
先
に
経
過
し
た
月

分
か
ら
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」

の
中
で
は
、
先
に
経
過
し
た
月
分

か
ら
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

　

岡
山
東
年
金
事
務
所 

☎
０
８
６-

２
７
０-

７
９
２
５

（
自
動
音
声
案
内
２
番
）

ね
ん
き
ん
の
お
は
な
し
♪問問

国
民
年
金
保
険
料
の

追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
！

  

エ
イ
ズ
な
ど
の

  

臨
時
夜
間
検
査
を
実
施

問
予
問

　瀬戸内市マスコット「セットちゃん」が、ゆるキャ
ラグランプリ 2017 にエントリーしています。

■ゆるキャラグランプリ公式HP
HP　http://www.yurugp.jp/
　秘書広報課　☎０８６９-２４ - ７０９５

　    ゆるキャラグランプリ 2017
「セットちゃん」に投票を！

　投票は、ゆるキャラグ
ランプリ公式ホームペー
ジから、１人「１日１回」
可能です。
　投票終了は、11 月 10
日（金）午後６時です。
皆さん、セットちゃんに
投票お願いします！

問

　税金は、その種類ごとに決まりごとがあり、分かりにくい
面があるため、さまざまな問い合わせが寄せられます。
　そこで、よく質問がある項目や疑問などについて、回答を
ご紹介します。

Ｑ．生命保険が満期になりました。申告は必要ですか？
Ａ．生命保険や損害保険の満期保険金、解約保険金も「一時
　所得」に該当します。一時所得として課税対象となる金額
　は、受け取った保険金から掛け金を引き、さらに50万円
　を引いた金額を２分の１にした金額です。

Ｑ．公的年金以外で個人で掛けている年金をもらいました。
　申告は必要ですか？
Ａ．「雑所得」に該当します。雑所得に該当する金額は受け取っ
　た金額から掛け金を引いた金額です。
　税務課　☎０８６９-２２-１１１４問

セットちゃんの順位
（ご当地ランキング）
39位（10 月 17 日現在）

　
新
た
に
狩
猟
を
し
よ
う
と
す
る

人
は
、
狩
猟
免
許
を
取
得
し
、
岡

山
県
に
狩
猟
者
登
録
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
狩
猟
免
許
試
験
】

　
11
月
22
日
（
水
）
ま
で
に
備
前

県
民
局
森
林
企
画
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い（
有
料
）。申
請
書
は
、

産
業
振
興
課
に
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
12
月
６
日
（
水
）

　
午
前
９
時
受
付

▽
場
所　
百
花
プ
ラ
ザ
（
岡
山
市

　
東
区
西
大
寺
南
１-

２-

３
）

【
狩
猟
初
心
者
講
習
会
】

　
講
習
会
の
１
週
間
前
ま
で
に
岡

山
県
岡
山
地
区
猟
友
会
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
（
有
料
）。

▽
日
時　
11
月
23
日
（
木
・
祝
）

　
午
前
９
時
受
付

▽
場
所　
百
花
プ
ラ
ザ

　

・
狩
猟
免
許
試
験
に
つ
い
て
は

　
　
岡
山
県
備
前
県
民
局
森
林
企
画
課

☎
０
８
６-

２
３
３-

９
８
３
２

　

・
狩
猟
初
心
者
講
習
会
に
つ
い
て
は

　
　
岡
山
県
岡
山
地
区
猟
友
会
事
務
局

☎
０
８
６-

２
３
３-

９
８
２
４

　
11
月
15
日
か
ら
狩
猟
期
間
が
始

ま
り
ま
す
（
平
成
30
年
２
月
15
日

ま
で
）。

　
農
作
物
な
ど
へ
の
被
害
防
止
を

目
的
と
し
て
、
イ
ノ
シ
シ
と
ニ
ホ

ン
ジ
カ
に
限
っ
て
は
、
狩
猟
期
間

を
１
カ
月
延
長
し
、
平
成
30
年
３

月
15
日
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。

　
野
山
に
出
掛
け
る
際
に
は
、
目

立
つ
色
の
服
装
を
心
掛
け
る
な
ど

十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

岡
山
県
備
前
県
民
局
森
林
企
画
課

☎
０
８
６-

２
３
３-

９
８
３
２

　
11
月
12
日
（
日
）
開
催
の
「
お

か
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
７
」
で

は
、１
万
６
、２
０
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー

が
岡
山
市
内
を
駆
け
抜
け
ま
す
。

　
大
会
当
日
は
、
コ
ー
ス
と
周
辺

道
路
に
お
い
て
最
大
7
時
間
30
分

に
わ
た
る
交
通
規
制
を
行
う
た

め
、交
通
渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
岡
山
市
内
へ
の
お
出
掛
け
の
際

に
は
、
交
通
規
制
時
間
を
ご
確
認

の
上
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す

る
な
ど
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
大
会
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（「
お
か
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
」

で
検
索
）
ま
た
は
県
庁
、
県
民
局

な
ど
に
備
え
付
け
の
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
交
通
規
制
時
間　
午
前
７
時
45

　
分
ご
ろ
〜
午
後
３
時
15
分
ご
ろ

　

お
か
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員

会
事
務
局

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
９
０
５

HPhttp://www.OkayamaMarathon.jp/

  

狩
猟
期
間
が
始
ま
り
ま
す

問
申

問
申

問

  

お
か
や
ま
マ
ラ
ソ
ン

  

２
０
１
７

おかやまマラソン

問

  

狩
猟
免
許
試
験
の
ご
案
内

  

新
た
に
狩
猟
を
し
よ
う
と

  

す
る
皆
さ
ん
へ
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市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
結

成
、
活
動
活
性
化
の
中
心
を
担
う

防
災
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
た

め
、「
せ
と
う
ち
防
災
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
研
修
会
で
は
、
地
域
で
防
災
活

動
を
進
め
る
た
め
の
知
識
や
技
術

の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。
研
修
を

受
講
し
た
人
に
は
、
せ
と
う
ち
防

災
リ
ー
ダ
ー
の
証
と
し
て
、
修
了

証
な
ど
を
交
付
し
ま
す
。

　
男
女
問
わ
ず
、
自
治
会
、
自
主

防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
、
役
員
を

は
じ
め
、自
主
防
災
組
織
の
結
成
、

防
災
計
画
作
り
や
防
災
訓
練
な
ど

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る

人
、
防
災
知
識
を
深
め
た
い
人
、

防
災
に
関
心
が
あ
る
人
な
ど
、
皆

さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
12
月
９
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
（
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始
）

※
昼
食
は
、
講
義
で
作
っ
た
炊
き

　
出
し
（
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
）

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
消
防
本
部

▽
参
加
費　
無
料

▽
内
容　
防
災
に
関
す
る
講
義
、

　
自
主
防
災
組
織
の
活
動
事
例
に

　
つ
い
て
な
ど

▽
対
象
者

　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

▽
申
込
方
法

　
危
機
管
理
課
に
備
え
付
け
の
受

講
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）
に
記
入

の
上
、
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
に
よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

▽
申
込
期
限　
11
月
22
日
（
水
）

　
　

危
機
管
理
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
４

FAX
０
８
６
９-

２
２-

３
２
９
９

mailkikikanri@
city.setouchi.lg.jp

HP http://www.city.setouchi.lg.jp/

  

せ
と
う
ち

  

防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

問
申

　
市
で
は
、
初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん

を
育
て
て
い
る
母
親
を
対
象
に
、

赤
ち
ゃ
ん
と
の
関
わ
り
方
を
学
ん

だ
り
、
子
育
て
の
仲
間
を
つ
く
っ

た
り
す
る
機
会
を
設
け
る
「
Ｂ

Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
赤
ち
ゃ
ん
が
き

た
！
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
母
親
同
士
が
情
報
交
換
す
る
こ

と
で
、
育
児
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス

の
解
消
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▽
日
時　
11
月
30
日
、12
月
７
日
、

　

14
日
、
21
日
（
い
ず
れ
も
木

　
曜
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午
（
全
４
回
）

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
対
象
者　
平
成
29
年
６
〜
９
月

　
生
ま
れ
の
第
１
子
と
そ
の
母
親

　
で
全
４
回
に
参
加
で
き
る
人

▽
定
員　
15
組

※
５
組
以
上
の
参
加
で
開
催
し
、

　
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第
締

　
め
切
り
ま
す
。

▽
参
加
費

　
７
７
７
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

　
　

福
田
保
育
園

☎
０
８
６
９-

２
２-

０
４
５
７

　
せ
と
う
ち
難
聴
者
の
会
で
は
、

病
気
や
加
齢
な
ど
に
よ
っ
て
聞
こ

え
に
く
く
な
っ
た
人
た
ち
へ
の
支

援
の
実
践
、
初
歩
的
な
サ
ポ
ー
ト

に
対
す
る
講
座
（
要
約
筆
記
・
筆

談
あ
り
）
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　
11
月
25
日
、12
月
２
日
、

　
９
日
、
16
日
（
い
ず
れ
も
土
曜

　
日
、
全
４
回
）
午
後
１
〜
３
時

▽
場
所　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

▽
定
員　
20
人
程
度

▽
参
加
費　
１
、０
０
０
円（
資
料
代
）

▽
申
込
方
法　
11
月
20
日
（
月
）

　
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
住
所
、氏
名
、

　
電
話
番
号
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
を
お
知

　
ら
せ
く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
詳

　
し
い
内
容
を
連
絡
し
ま
す
。
な

　
お
、
電
話
で
の
対
応
が
で
き
ま

　
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　
せ
と
う
ち
難
聴
者
の
会　

森
さ
ん

FAX
０
８
６
９-

３
４-
５
４
９
０

　

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が

11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の

間
、
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

火
災
は
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と

し
た
不
注
意
か
ら
発
生
し
、
一

瞬
に
し
て
皆
さ
ん
の
尊
い
命
、

貴
重
な
財
産
を
奪
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節

を
迎
え
る
に
当
た
り
、
次
の
７

項
目
を
し
っ
か
り
と
守
り
ま

し
ょ
う
！

【
３
つ
の
習
慣
】

○
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

　

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使

　

用
す
る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を

　

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を

　

消
す
。

【
４
つ
の
対
策
】

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
（
定
期

　

的
に
点
検
し
、
10
年
を
目
安

　

に
交
換
し
ま
し
ょ
う
）
を
設

　

置
す
る
。

○
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ

　

ン
か
ら
火
災
を
防
ぐ
た
め
に

　

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

　

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
を

　

設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

　

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近

　

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　

こ
の
機
会
に
、
も
う
一
度
家

庭
内
で
の
火
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

消
防
本
部
予
防
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
４
９
３

問

昨年のせとうち防災リーダー研修会

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

「
火
の
用
心

　
　

こ
と
ば
を
形
に

　
　
　
　
　
　
　

習
慣
に
」

  

Ｂ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム

  

赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！

募　
　

集

問
申

　瀬戸内市民病院では、さまざまな
テーマで健康教室を開催しています。
ぜひご参加ください。

▽日時　11 月 16 日（木）
　午後２～３時

▽場所　瀬戸内市民病院

▽テーマ　冬の感染症対策～インフル
　エンザ・ノロウイルス～

▽講師　岡本章
しょういち

一氏（内科医）

▽定員　30 人

▽参加費　100 円

▽申込期限　11 月 15 日（水）
　　瀬戸内市民病院
☎０８６９-２２ - １２３４

なるほど !! 健康教室

問申

  

聞
こ
え
の
講
座

問
申

●石油ストーブなど、灯油を使った暖房器具で、昨シー
　ズンの灯油を使ったことが原因で、暖房器具が異常燃
　焼したり、故障したりしたという経験はありませんか。

●灯油を保管するときは、灯油専用容器に入れ、日光や
　雨の当たらない場所に置きましょう。保管方法を誤る
　と日光や熱による変質、水や異種の油などの混入によ
　り、「不良灯油」になることがあります。

●不良灯油を石油暖房機器に使用
　すると、少量でも異常燃焼や機
　器の故障につながる恐れがあり、
　大変危険です。

＜アドバイス＞
　シーズン中に使い切れなかった場合や、長期保管し変
質の可能性がある灯油は決して使用せず、購入した石油
販売店に相談するなどして安全に廃棄しましょう。
　消費生活相談窓口（生活環境課内）
☎０８６９-２２-１８９９
問

  消 費 生 活
安心ほっとライフライフライフ

　瀬戸内市営服部墓地の２区画について、永代使

用を希望する人は次の要領で応募してください。

▽場所　長船町服部 321 - ４

▽使用面積（永代使用料）など
※１㎡当たり　36,000 円

　・4.85㎡（174,600 円）１区画

　・3.21㎡（115,560 円）１区画

▽対象者　市内に住所を有する人
※すでに市営墓地を使用している人は応募できま

　せん。

※一世帯につき、いずれか１区画のみ応募できます。

▽応募方法
　生活環境課に備え付けの申込書（市ホームペー

ジからダウンロード可能）に記入・押印の上、平

日の午前８時 30 分から午後５時までに生活環境

課までご持参ください。

※電話、郵送での受付不可

▽持参するもの　印鑑（認印可）、申請者の本人
　確認ができるもの（運転免許証、健康保険証など）

▽応募期限　11 月 17 日（金）午後５時
※応募者多数の場合、後日抽選により決定します。

　　生活環境課　☎０８６９-２２ - １８９９

市営服部墓地の
永代使用者を募集します

問応

第 16話　冬支度、使う前に
暖房器具などの点検を！



催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談
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認
知
症
は
誰
で
も
な
る
可
能
性

の
あ
る
病
気
で
す
。

　
市
で
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

の
た
め
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

を
養
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
講
座

で
、
認
知
症
に
つ
い
て
学
び
、
地

域
の
支
え
あ
い
の
輪
を
広
げ
て
い

き
ま
せ
ん
か
。

　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認

　
知
症
の
人
の「
応
援
者（
サ
ポ
ー

　
タ
ー
）」
の
こ
と
を
指
し
、
特

　
別
な
こ
と
を
す
る
の
で
は
な
く

　
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

　
し
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を
温

　
か
い
目
で
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

▽
日
時
・
場
所

　

・
11
月
15
日
（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

　
瀬
戸
内
市
民
図
書
館

　

・
11
月
22
日
（
水
）

　
午
後
７
時
〜
午
後
８
時
30
分

　
瀬
戸
内
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
瀬
戸
内
市
民
病
院
の
南
隣
）

※
各
会
場
、
同
じ
内
容
で
す
。

▽
講
師　
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・

　
メ
イ
ト（
研
修
を
受
講
し
た
講
師
）

▽
対
象
者

　
関
心
の
あ
る
人
な
ら
ど
な
た
で
も

▽
参
加
費　
無
料

　
瀬
戸
内
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
６
９-

２
４-

０
０
０
１

　
年
金
事
務
所
の
職
員
が
年
金
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
事
前
に
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

11
月
16
日
（
木
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
役
所

▽
相
談
料　
無
料

　
　

岡
山
東
年
金
事
務
所

☎
０
８
６-

２
７
０-

７
９
２
９

　
（
月
）、24
日
（
金
）、27
日
（
月
）

▽
開
館
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５

　
時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館

▽
観
覧
料　
一
般
４
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）・
65
歳
以
上

　
３
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

▽
関
連
イ
ベ
ン
ト
（
場
所
は
全
て

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
）

【
対
話
型
鑑
賞
会
】

　
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
行
わ

れ
る
、
美
術
の
知
識
を
必
要
と
し

な
い
対
話
型
の
鑑
賞
会
で
す
。

　
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
対
話
型
鑑
賞
会
の
次
に
行
わ
れ

　
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト

　
に
も
引
き
続
き
参
加
し
て
い
た

　
緑
川
洋
一
展

－

山
紫
水
明

－

　
瀬
戸
内
市
ゆ
か
り
の
写
真
家
・

緑
川
洋
一
（
１
９
１
５-

２
０
０
１
）

は
、「
色
彩
の
魔
術
師
」
と
呼
ば

れ
る
ほ
ど
の
高
い
撮
影
・
現
像
技

術
に
よ
っ
て
、
自
然
の
風
景
を
独

自
の
色
彩
で
表
現
し
ま
し
た
。

　

緑
川
は
海
外
で
の
経
験
を
経

て
、変
化
に
富
ん
だ
自
然
と
風
土
、

繊
細
な
季
節
の
移
ろ
い
を
も
つ
日

本
の
風
景
写
真
を
志
向
し
て
い
き

ま
す
。

　
２
０
１
４
年
に
続
き
当
館
で
は

２
度
目
と
な
る
こ
の
展
覧
会
で

は
、
緑
川
が
日
本
の
自
然
美
へ
と

回
帰
し
精
力
的
に
撮
影
を
続
け

た
、
国
立
公
園
を
テ
ー
マ
と
す
る

作
品
を
約
40
点
紹
介
し
ま
す
。

▽
開
催
期
間　
10
月
21
日
（
土
）

　
〜
12
月
10
日
（
日
）

※
期
間
中
の
休
館
日
は
、
11
月
６

　
日
（
月
）、
13
日
（
月
）、
20
日

　
だ
き
ま
す
。

▽
日
時　
12
月
３
日
（
日
）

　
午
後
１
時
〜
（
約
60
分
）

▽
参
加
費　
上
記
の
観
覧
料

【
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト
】

　
展
示
室
で
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
山や

ま
じ地

真
美
氏
（
お
か
や
ま
観
光
特
使
）

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま

す
。
日
本
の
四
季
・
自
然
を
テ
ー

マ
に
即
興
演
奏
を
行
い
ま
す
。

　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▽
日
時　
12
月
３
日
（
日
）

　
午
後
２
時
〜
（
約
30
分
）

▽
参
加
費　
上
記
の
観
覧
料

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

　
展
示
室
で
作
品
を
鑑
賞
し
な
が

ら
、
作
品
の
魅
力
を
分
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
す
。

　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▽
日
時

　
展
覧
会
開
催
期
間
中
の
日
曜
日

　
午
後
２
時
〜
（
約
30
分
）

▽
参
加
費　
上
記
の
観
覧
料

　
　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

☎
０
８
６
９-

３
４-
３
１
３
０

問
申

催
し
物

相　
　

談

  

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

  

養
成
講
座

予
問 問

緑川洋一「秋の奥入瀬大滝－十和田八幡平国立公園－」

　市では、平成 29 年度戦没者追悼式を次の
とおり開催します。
　戦没者の御霊に対し、謹んで哀悼の誠を捧
げ、ご遺族の皆さんのご労苦に対し心からの
敬意を表したいと考えています。
　ご遺族の皆さんの出席をお願いします。

▽日時　11 月 10 日（金）午前 10 時～

▽場所　ゆめトピア長船
　福祉課　☎０８６９-２６ - ５９４１問

平
成
28
年
度
戦
没
者
追
悼
式

戦没者追悼式
ブロッコリーのクリームシチュー

◆作り方
①鶏もも肉は一口大に切り、塩、こしょうを少々ふり、薄く小
　麦粉をまぶす。にんじん、じゃがいも、たまねぎは食べやす
　い大きさに切る。ブロッコリーは小房に分け、かためにゆでる。
②鍋に油大さじ１を熱し、鶏もも肉を炒めた後、にんじん、じゃ
　がいも、たまねぎを入れて炒める。
③②にＡを加えて火にかけ、煮立ったら弱火にし、アクをと
　りながら野菜がやわらかくなるまで煮る。
④Ｂの材料でホワイトソースを作る。
⑤③に④を加えてのばし、ブロッコリー、コーン缶を入れ、塩、
　こしょうで味をととのえる。

問
　　　　　　　 22 年会（栄養委員OB会）です。
　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

●鶏もも肉（240g）
●塩、こしょう（少々）
●小麦粉（少々）
●にんじん（１本）
●じゃがいも（２個）
●たまねぎ（１個）
●油（大さじ１）
●ブロッコリー（1/2 株）

◆材料（４人分）
●コーン缶（小１缶）
●湯（４カップ）
●固形スープ（１個）
●バター（大さじ２と 1/2）
●小麦粉（大さじ２と 1/2）
●牛乳（２カップ）
●塩、こしょう（少々）

  

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

  

展
覧
会

　
岡
山
地
方
法
務
局
と
岡
山
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
次
の

７
日
間
を
全
国
一
斉
「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と

し
、
女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
に
つ
い
て
電
話
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。

　
相
談
料
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
期
間

　
11
月
13
日
（
月
）
〜
19
日
（
日
）

▽
時
間

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
土
・
日
曜
日
は
、
午
前
10
時
〜

　
午
後
５
時

▽
相
談
員

　

法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員

　
　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

＜ホワイトソースの作り方＞
　鍋にバターを入れて弱火で溶かし、火からおろして小麦粉を
加え、粉っぽさがなくなるまで混ぜる。再び弱火にかけ、白っ
ぽくサラサラになるまで７～８分炒める。火からおろし、牛乳
を入れて混ぜる。再び火にかけ、とろりとするまで煮詰める。
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須恵器の円面硯を作ろう！
　奈良時代、平城宮の役人たちの日常業務は、主に文書や帳
簿づくりでした。彼らにとって、墨と硯

すずり

と筆は、なくてはな
らない大切な文房具でした。
　現在私たちは、四角い形の石の硯を使っていますが、奈良
時代は須恵器製の丸い形の硯が一般的で、これを「円

えんめん

面硯
けん

」
と呼んでいます。こうした円面硯が寒風古窯跡から出土して
おり、当時焼かれたものは奈良の都に運ばれていました。
　今回は、寒風作家協議会メンバー制作の円面硯のベースに
手を加え、オリジナルの円面硯に仕上げてみましょう。

▽日時　11 月３日（金・祝）午後１時 30 分～午後３時

▽場所　寒風陶芸会館

▽講師　末廣学氏、三浦雅人氏

▽定員　30 人（要予約）

▽体験料　１人 1,000 円（円面硯１点）
　　寒風陶芸会館　☎０８６９-３４ - ５６８０問予

円面硯


